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 巻頭言'I・ジ

 .㌧ま・場'長㍗西田'・...稔・・
 鯛高大学牛産学部の練・習艦敬天丸に軍桑する優雫を与え
 られて、拍海道大学水産宇部劇墓50周単記念行事中の重要
 部分の記念式典と日本永匿学会大会延出席し、併せて金巾靭

 1こある北大綱、銚辛綱午爾雅ある一同支所及ぴ同率一場
 や織～3の水産窮係エ場施設の見学をする軽機一室得た。.
 すフポロ農学襖に置かれた、水産学科から東北大水産学科、・

 ・北大、氷慶事聞.部を雫て函節に移り腐審水産竿橡・水産専間学
 績'となり、戦後の学制政革で批大水摩学部となった。50年

 の聞に教職員坤維亭数の人・が各方颪の職場叩て、日
 本の水産に与えられた数々・㍗貢献紅対しては一寺さらながら
 深<敬意と感謝をささげたい。

 北水研と遵本試が本所と本場友ぴ・支所と分場の悶に建物鯛

 舶、諸施設入貢の蘭秤で薬用巾兼務」有無融鮒といるいる
 と番接不可分と干ってよい餓協力態鉢あるこ午は・研究
 を進めその結集を業界1ζ移す上にその繕産'と遼襲賂於て庭い

 部酌方が多'い二と思われ.る。もち色ん苧の字のこと鯛良い
 こと暑まかりど云うわげ紀は行かぬのが普通だから困る、意もあ

 るだろうと緯邸す亭のであるカ1・永舳基鯛執鍋方本
 試はその応用試験を寺、き年一と武う・つの考え方もあるが示
 された紫式索.冠て幸き込ん一で行げば済む}般行政の文書偉製.
 と紅違って技術の寒滋で砿冒.常い.りしよ紀仕事審一するか司始
 めから,自分でやらなくては尭に謹めない場合の芳か多いのだ

 から竈永概の噺究結果、が出るまで離れたとこるで持っている
 だけ.'芒は精度と速度に仮けるところがある撃に思われる。
 水産学会では二資源、漁奥漁法の敏良、増殖利用切エ各方

 面に扮たつ千多数の蔚究結果が発表された①.目'本の北端で開
 催さ舳ため寸出輝する延は経義と目藪が^ることが銚

く!)



 .鯛だ.と思われ帆艶芳岬駿即発鮒もも予ん・出庫
 .者馳於て争綱や“筆触靴1地でて少なかっ咋怨恩
 うゾく水産試験研究の蛾を一州威しとり・と亭すれば
 考皐砕凱圏卵杜紬進め方に一も㍗ネけ舳鰭り易一
 ㍗人一間の騒苧紀溝鮒雛吹ぎ込へ一元気をr復させるため.
 印叫.学会出庫1手大き珪意義があると紬考免る鮎、・特
 ・に鱒鮒租う一静⑳鮒綱繍朗一に岬めて出鮒浴ζ一.
 とを塑みたい。2～3大学の徹名の一若手串庸着値鏑いくみる

 と㌧今諒奉め帝一チュ壷カターに借金しで旅費を一つくり、出庫

 ・レー走と云うr、そう武うものを是認するものでな1・れう侯
 .え闘ゾ名碑行鮒〕の子とを予え季と一フパパ鰍卒㈹・一
 で.あるが、淳からと～・つて蜜.易な生鱈態窪費長董悪・する気肥も・

 '捻牝ない。≡

 I藪」嫌蟻、嫌繍藪吋姦蟻→漢・

(2)



 水質汚濁予備調査(カく報・).
(4)底棲生物調査
 (２）汀生物調査

 .表山松勇2九萬囲。邑

(4)底棲生物

 ◎調査期間

 ○調奪場所謙国(亭違俸'召別の覇り
 ◎爾奪方法・駿固の通り

 衛調'査潟襯・

 沓藍盛紀おける生駒牽達亭繕慕鮎臓の'通りで、衝名(SP)
 芥弱のものは鹿大水藍準部繧萱崖敬、績中。

 (Sち∠〕・

 1腕戸購雌鰍最呼・二鏑牢戯と用rあみ・.
 が.壷も多く30%、次いでr皐ぴしやこ?」甲棚籔主馳馳
 岱多い。読費虹此べると串轟糧が増え。rえびしや;曾」の

 翻含が蔦く陵つ仙る。rも克'び」r独じやこ稗の一噌」

 「ぺ"レ'舳」「…子ととぎす」「坤ば」「軍鯛㍗とで」
 ・「はぴらを.普」など燃醜固、見られ凌かつ牟琴繭である。・
 ζ$・‡ユ〕

 出厩革は小4掻琴マ.菌回より多いbrあみ」が優.占.種と
 して約80%近くを占め“次いでr擦ともき,す」.「あさり」

 と抑てい一る・前町と鮒馳鮎{鴻し1坤婁雫みら㈱
 蟹1㌧約60%を占めて巾・た「一PC王茅弓ね竈§t包」はa3ヲ%.と

 ㍗亭醐蟹占種.「あみ」仰臥全然鯉されなかりたも
 ので1ある。・

 (St3。〕.
 出現翠;は7竈童せ前回の約半数0鐘1占I種準i一概とも一きず・」

 で.5・戦占め÷一散レ・でrあみ一」卵2%r之びしやこ」
 42.塁一%とな:'つて1「ばせ」r巻貝」r妻っれ1うミら」「かごめのり」。

(ぷ)



 等は今西尾られなか一つたぺ.・1
 〔St仏〕∴喜」∵1
 出現種は44程七愉回と大差法いが、組成において宰相

 ・裏ぶ春ら知る二即ち、今賦rPo1y・h・・地」が8・即
 断姦多Iく、次いで「あさり」が仏5%となっているが前回は
 「ばせ」が35%「かいこがい」が43%とな'っている。

 〔s七年.
 蝸種は碗ト畝日と雫靴く・rわれから」が6ユ6.

 %で、前回、.・撰集された「仁ち」は全然みられな一がった。

 〔一Stム〕

 一中現種μ獲で前回半りやも少ない(戴甲〃種)組成
 としてはホトト争ヌが745%(4・・99ケ採集さ.れた)

 次いでrA㎜負hiPOaaξ'含む、もれIから)」が一見られ∴前回
 '3I3%を占めていた一「P01ych&etaフはI絢・仏5%を示して
 ''も、るに青さない。

 〔st7〕
 出現種身0種1でst万に次い一一で多く規わ.れ、'前回よりも

 多い・前回、極めセ多く窺わ栖rか㍗のり・」・ば全然操集
 さ戦かアたが・こ一淋鱗場所ヂや・枇偏していた・あ
 'かと思われる。(ξtクは嵩寄り・の浅所であって、前回はさ.

 咋みで叙したが・今回年亨ど舳で採取レたため卵の
 艶.意より一や、沖に偏した;.)

 今回。ぽ「ム㎜砿iもOdaく含む、わ一れから),が最も多く∴「か
 いこがレ“一∫が㍑5%・牛なつ・ている。甑回もrA醐Phiさ。da」
 はrかご一めの一bj'に次レ、で多かったO

 (St8〕

 出繍5.強セ、種繊舳回と奪しいが、前回の麟物
 一r・・1y・h畔・」一・rわ紬ら」rばせ」=r㍗鰍の調
 ?」ト・ぎ柄の一種」であったの諭して㌧今回はr舳か
 ら」「えぴしやζ」一一rあみ」rP◎1yChaeta;」「撮レむし

μ)



 ?」でrわれから」がふ6鳴鮎苧かる、
 ・〔St?〕.{.

 出現蟹舳種類(歯同姓rp〇五y曲e印」臓のみ〕で
 ・rわれから」が50%を占めrえぴし†こ?」「Pg1y6heta」
 r蝸P1hiP◎舶」(洲か宇以外の)陰とかみ亭れた。I
 (st.〃。一〕
 出翠種は9種で前回羊りやも多い(静回は6艦).r・キト

 1y・h・e'刷6室バで最も多く「さ.く岬」rひめトや
 く一しがい」.讐の。2枚貝がや、多く見られる。

 舳姐r・・ユy碗6七・」.rえび嶋却宇多か牝
 〔St〃.〕

 蝸橦として5・3種を数え・謙.回舳種平ダる辛蓬
 に多い。.rP◎1y・h・e吻が最も多一く㍑9.%、次いでr2'
 枚貝」・〈砥と、きず、さくらがい)「春早車外「冬びの一種」一
 「ゆむし」「節魔目.ひとで」「ゆむし」・もみられる。敬回採
 集されたrばせ」葦ま姦蓬集されな白、った。

 〔.st㍑〕
 一曲親嚢・は亙穫で一前回と'駁撃しレ、重ミ“,.観成で塔rわれから」

 .似4%・・次ザ.「あみ」3・0%の・舛「PO亙跳粥切」
 r棚弛iP9軸(Iおれか.ら以外～」r擬いぎす一」rばせ」
 ポえびしやζえ一ド牢まこ」などがみら坪る。繭回はr王。1y一
 一曲鋤扱1が半数を占へ次いでr{フーれから」が絢〃8%て
 あつ克。

 .(st㍑〕
 一出観霞7題で繭同一土.り伽二.(萄回・グ蝿)

 rム蛾ip◎曲.(坤ラ・ら以外)が・包・鴨で鮎穫として現
 舳げ略yCh帥切」rわれか宇」、rひと一千」審が野みら
 れる。繭回の一慶一ぶ種ξしてはrP◎1yche包t筑」が、親わ初rム昨
 醜ψoda」で嘉rあれ・か.ら」が・種かに肪.れ允簿すぎない。
 (§tハ〕

(5)'・・



 出現種は㍑種で・'撃即哨は助ぺ銚健多1バ㈱
 は一r歯.うきらも率い」.と÷禰帯自ヒ'げ」の掘)
 今回の優・姑は・一節邸い列で」・脚gh・畔
 「蝸P泣P伽岬州れ平カ}竺㍗、「予見」「な・
 ま仁」r藻類(率不明)jが一軒み一られ㍍.
 (、帥・イg、〕.
 卵の坤鰍・・岬卿坤rうみぐ.芦一畔?・I

 -rえぴし紅1,1うすば畠帥り.」そあ.うたが;今眺
 ・叫坤?叫・」と・亭枚貞・け種明ぞ・I左・1ycト
 油t幻赤ラー4・%亨占軌
 手.宇毛、㍑、〕
 鵬種ま一師の綿二耶一も油セ・歓員維(麓不明)

 李壷占撞と戸義われ・一帯醐擾推r軸・・早・畑と一
 .坤し㍗㍑碑貝呼でr珊三卿枷が舳
 垢を占めセいる揖か;はr弦ともぎす」・rカ小こがい一rさく

 二らかいザr渚う去ら`もがい」r螂触・δ釧一r工一神・胸
 珪とが春干みられ走。

 〔'叶千一リ'一
 山坤蝸固。軸の嫡額r・鯛昌ひとで」.・・9炉

 ,・帥・坤」r予・かいこがい」「ひめしやくしがい」が見ら・れる
 糸躍欄趨砂な1く彊占麓兜あげ密ないミ、
 静回はr王6王yC血乱⑮尤費J=㌻3.か1るが'礎・占種としてあをデら.れ
 rやどかり・」rあさり」響が邑幸れた。.・

 〔St23〕

 出現即昨卵伽甲蝉p・鼻・」カ㍉茅・%r・枚貝一
 幼生」(種不甥)が25%rPb工ychaet邑」ダ6%の娃か
 rひめしやくし卿リー.戸・籔鯛1ひと.で」など鵡予みられ
 礼嫡は掴率㍗七全然.琴一率叶肋った?
 (st2ぷ〕

 sも23同様・前回.牢卒然採集苧れち今.回は・
(4)



 r・・1y肋邸」が事かに鯛苧1峠
 〔St2・〕I...二ゑ、
 出現種偉払種で優占穫{とし七は爬01yC負乞etaJの72身

 %次いでr2枚京(薦芥明)」の外r魚盤(橦不明)」蝸
 とrえホ'卜種'尾ホ操婁された。
 〔竃t28〕・.`
 出現種障8種類で「かレ・㍉がい」.ぽ◎1yChaetaJが多

 く「さくらがい」rあみ」rいせしらがい」すなひとで」

 などが見られる・前回はr王O王y坤鈍・」rいデ」㌃は嘩」
 が操率さ抽一だも

 繭回「王01ych訟etaJが多くの地点で鐘一占種として現1われて

 いた帆=此ぺ・一†回は㍗少巷くなザわれ鮎」亭焚叶
 て㌣'る挺がみ舳糺.
 敵回同一様、層永jlll11口と寒繋りの蛋慮では生働種類も1多く
 「あみ」・・「具類」繋が錘缶種として競われてい.るが、今回法

 寺亭払永浜蹄の艶意爆おレ㌔て「謹i麟碧ひとで.1が鐙占言重として

 窺われていること植蒋纂と云え。よう。

底棲生物査定表

㌻に㍗ド1
 1も吏び亭鮒7
 iい・賞叡娯

 一ぷα曾。.7z80芽ユ〃1

 燃饗釧、、、
 降どかり

榊叙1
 根ともぎす左識サ万仏あ

 韮寧滞日.一"L_.二_1
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a

ひとえくIさ
ぱぴらそマ

 ・艦・Odal一
 ,ふじまつも秤の一種

鱗箒.
 えぴめ一種
 えびの一種
 あみのJ慶
あさり
 温と漕す
 かいこ測・?
さくらがい
 乙トめt'やくしオ…レ、

藷畿早
みをがハ

 誰灘ぎ細
 A醐PhiPαaa

磁緊
 な薫この一種
 う健D一顧

綴蟻夢
 I饗勤。d.1
 言翔く藻



一蟹野
 あみの→蟹
 斜仁の→重

繁灘
 かいこ紬・?
さくらがい
 みξカ㍉・
 おほみぞ力辿・
みがきまるつの
 み㌧ず胸・
ぺにあらればら
 げんろくカ恥
 きせわた一
2故買鍾不明

基鱗凱
 蓼蹴露、
 なまこの→量
 うにの→露

 ・雪駄夢
 窒鶴。d主
 鷹翼璽不野一■I■■■■
 えびの一種

義欝薯
 腔ともぎす一

膿繊
さくらがい
 お椴きら、脇・.
 ひめし聖くレカ孔・
 £旗貝麗s明

灘灘弗
 磯窮d。一



底棲生物
3月優線種分布図

3月主要底棲生物
分布図
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底棲生物

3月出現種類数
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 歩5図・(調査、豪図)の箋り

場.'.所
永浜1艶尭

 永興と'旛フ虻1コ弓亀定量塾の中揮

 簿加と魔永b予定壷一との申聞
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 〃薪干拓堤防中闘部'裏ノ;80琢売'

 ラー醐小島北一毒1こ1∵グ岬5
 フ辺田.小島南寧ユ00ρ
 カ弁天島繭竜一ユ6舳
調査方法

 大潮千潮時に調三窪点における今ア線・帯.(20}50硯の

 範囲)の卒幽細行へ種類とI分布の鯛甲査を打つ
 だ。従りて.塗物の量拒ついては定量酌で李く多寡捲健よ
 った。

調薮結果一

 読奄の結果往調査事録紅別区の通り図示し、誰として、
 生物の愚を一記すこととし淀。一

 .矛・1図
＼.

 一＼

㌧・
 イ・＼

汀生物
調査点図
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 訳右.イフ 永沃  〔北ハ)一I
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 柵砂伽れ(椴叩9
 アオ/リ半・多し
 ハマカニ少レ

 か多し
イカ“4I"
 カ青少し
 イ〉市ン手キク」少し
雑魚僅洲1舷泳=
 二枚貝(稚臭)一部に分布
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 こ林東椴桐歩し
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 ㍍フ訟伽舳
 イソキン争宍ク寺・多し
ナ

 '＼映二口〕。!
 薩地ノノノ註椎レ、仲多し

 べ吟W少1ノ
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 .ハマカφ少し
 郡眠少し
 工〃.少し
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 (70ル抑ミ多し
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 移動水試の試み
 頗.魚町・亀

 本駒の・試みと.してのr移動卒試」舳・1号うし純鰯牢
 記したが、調査報告が一応まとまったのであらためてζ、、ほ・

 報昔すること延する。

 †汐颪貫濠漆続開
 "目鹿島一一鰯塵議嘉ぺ為会
 伽中ζしき1鰯婆謙予
 」㌶狐㌘会

 (童≡董=囲場長は阿久;優と片浦'会':鶴田庸)

揚長

養殖蔀長

 '1製・豊.銚長.

軍奮.部長
 漁楽部長“

 一一水・産技師.

水産技師繍

水産.技師輔

氷産技師

水産技飾

一西国一捻

北山易美

 白石良軽三・=;1二一..・・

 上一・野

水藻

竹.下

弟手丸

嬢囲

 瀬戸1コ

茂

猛

克一

修

.蘇

勇

以上

(〃)



 9局9目・1阿久根

 一場長挨拶一行政面では免許弗可、金融“漁船麓造奪相当話合
 いの機会が多いと思う余、業産試験場』技術面鮒でひざを

 ㍗合せて話すこと.牛少ないめ伽様な会をもった・㌣
 な意1見、註文を聞きたいら.

 地元側挨拶・.告酪

 各位の繁務内容と今後の計藪にらい'・て紹介・。
 (漁業都j一

 一現在試験搬として31奏鮪している。.r照南丸」は菌力まぐ
 あ延縄」を今年度身航海実施してシ・一るがぺ瀞衆輸出の不振で一一

 磁播が低く中止して叶・る。しかしI「一南方まぐろ」だけに依存

 するのはどうかと愚?ので銅㌻・賊・rと.丸ぽ漁」をやる
 一予定で奏る6来年変一転睾木野荒颪からの要諸もあるので山蔭

 艶方に簸網漁場が軍成・亭一れなど・か艦固組織で出漁したい。今.
 .までは本操の漁艘固む擾葉離騒オゴら逸脱していた威.があるの・

 でu本柁したい。鞍牽畠逓蕩の漁鋸探索もやる予定5rちと'

 一り丸」は手遅か紀あ季ものを利用す亭という意醸で「めぢか
 漁謹」金取上げ種手島近臨で頭薬したが全般駒に不漁であり

 た。この簸薬腹水。露“加工鵜カが整備さ乱るならば大いに

 一浸透するだる2;;・一触午棉びる機運が鳩鮒ぷ冊6舳二
 声・華への繋延,箏嫡軸ら穣・嫡坪鮒る・rとびうお」
 o)魏奄蛮行らだ。9～4‡覇楓庭先1の頚泰≡と…(う一冠圭鈎から

 r瀕魚」の、崎寵試験を行いたレ・oモの外永産掌部と共同でネ

 れ集魚鑑み雛を㍗七いる予㍗漁薬え・の鯛淀枇て
 レ・る。又九州置南海域のサパ撫況音しづかりつ中むため市場
 調搬幾施む'㍍るが、ζ鮒是非続行して浮きたレ・。

(養殖部)

 一海藻、貝類寸内大面養殖の稜術的病導と基礎的愈調蓬腸鈷を.
 行?ているO具体的・に衰えば投石魚礁設置の謡導、rふのり.

(μ)



 の岩面掻被指導、「あゆ」・・「こい」?養殖指導など姦礎酌な・草

 ものとしては増殖の時期擁岬究、一陣灘則r溝苔」の一.
 人工擦芦の噺難行へ。叉米山の海苔藷雛亭瓢み織
 の予報なξ・を実施する。

.(製造部)一
 疑逓の頻肉として食料は一金部包んで料理した魚をすく一食べら

 れる儀な律り方がみられ。この蒔傭紅劃うた薪包韓愈試験と、・

 一すべての氷革製品が油焼けをして蕗晶極櫨宇緩下させ千いる
 こと.か幸.ζの油焼防止試験を打ってを・。るが艦集な方法鉱得ξ

 れていない6三蕾目に大漁貧乏を騎士し弔身近かな.多獲魚を

 剥用する.ことを圭腿とした「魚ツー世…ヅ」鍛造斌験を打つ.

 ている0来年庫は近く乾燥機ができる・の・て衙その取扱いと適

 距な乾燥条緒を細りたい。1叉かたくちい.わし構塩。幸ギァゾデ

 ョど・一・」郡大.濫1には生産でき・ないと母うが家庭工薬的組成立

 一たないか取上げてみたい。

(調壷都)

 .ぶ・.衛葛薪れく生れ喜部から鍍出いけ邸蟻景が剛ま

 だ曹が出郎い砂gで。こ鮎会銚』ど㍗H猟ユをザ
 破し成長し㍗き牟㌦鏑や壮靴率鍵鮒亭:刀と窺鮒
 抵ものに膏をナられる。青害え方として辛え≡…養{楚蘭塗貫詞蒼索ヨ冤繋に

 あて牢めれとで・・年甲一の蛸・嫡化雫1離生卵調査I一・
 密行っている、.各水研、大学⑳研究藷義の整躍も沓水鱗事業
 轟音警致まとめ蹄薬者沈漆く利周して頂く年め聖書室の整備
 絋力凌凡れているQ'響来は小璽の映写機でも傭え儲浄鰻でみ

 る舌生姜索とりたい。

 -rさ舳苧」という砧熊鮎潜水器2台市もってい.るが・'
 これで魚麟の生態や廠襲蓄の.みることが山菜肢いもあ々探毎

 し弔お役に立てたい、叉賦駿轟と璽錆して魚民が何を考え何I.
 (〆,参)



 を継・ψるか辛鮎二着1磯帥嘩鰍もった戸、,「うしお｣
 を発行しているひ{大い明朗れ弔～・・1
 (以上までの蝉、各磁榊各会娼華郎率る中ら以下省
 略す石。こ・の・後琴疑応答、蝉会に舳・る牟那舛簡.単牟
 竈すbなお籍辮は開係部長か・らなされたが宰要な一分だけに止

 めた・叉所持した1図表雌鮒説榊せず、参命者の鯛の
 手那.かりとレたい
 ⑳魚礁、疫石を奉飾火1・る一が一その鋤辛を辮箪につ牛.
 めず予衰獲得の≡面でも礫であるので贋料苧あ二る午・ら干し
 て呉れ、一漁業番幽カ奉杜し七是非や?でぺ牝とレ・う、ので
 効・雑齢奉る1ものと恩うσ浅海増即効郷繊として
 ・レ・・る。一・1・∴

 !鯛助鯛で勤卿鯛はIなされるξ。とに.な㍗.いる狐・本
 試でも苦心し妙る。水産榊鯛予算ヵ・=全紙ぺ岬
 ・一県ゆ鯛卵琴帥っており・?し苧」呼せてあるg
 で参照されたい価

 ㈱古艦漁礁の揚今松材をうえ戸麗由をその戸え方を償雫.すべ
 きか純立てる1ぺきオ㌔

 ⑬汀わかめ・」・の緯殖方法、一rわかめ」鵬いている石を黒之
 浜へ輸夢…イ・て踏触回りたいと.思うが.ξうか・

 蜘rあじ」'r・洲」φ雛保持で・水氷g場合率窄入れるがそ
 の笥含はξの位が適当か戸.

 蝸永帆・維紬エ場が・設立さ柚予定マ・あ・今が、.魔率対
 ・策・の求め操業輯に必要岬融すぺぎと畢.う.のでバ枇
 要する経乳雫馳ついて・

 棉中紗〃工場の.例をひ・きへ鯛あて一郎水鯛濁対策委
 ＼貞会で取上げる.よ一ラ峰文書を出せ。一㌔

 牢の漁協でも舶へ騨一へ追出しつもあるが…ζ苧竿・の鰐
 考性があるやラとミいう推虚飾Iで数千鯛牢撃する弓と
 へ果して枇1・干ぱ・.捧受駆㍗泰県では鞠川
 1。、。一(μ)一・。



 るが1見通しは帆組合自苧も十つ李企業㌣る泣上・植
 業薫幾幾簑讐㌘見出す†㍗い二'

 (舗偽1県'艦わ進=出'を法的に阻止す一る基礎が注く、水産庁の'方針一

 もなレト他県炬負け底い儀に装備{、方法の研」究など臨機応
 変のI準備春必要であろう。・・.。

 (か大.羽・いわし』かかレ1軌なくなった鮎と現酌鯛、一
 ,''蝕・

 鯛畔資輯の鯛緬
 歓)rさば」φ撒醇ほどの舜題が最適釦8.パ..`・・
 (劣沿毎激集者ふ広い働場を二もった渚蜜薗ξr去同撤薬罐の梅威
 を広くI拡鍵できないか;

 鰯黒‡浜は労働分化ができ・て.いないのではないか二現看・勢力
 をどの嬢健配分活用するか先決と思う。

 (μ)米之津は・3,3年憲から薪姦螂嚇村建設綜合計一画の森象
 ・一左な一る予定で華る・が、「海苔」の.薬販体制毒確立し、韓一燥

 二11篤億二いる㍗職子午㌣㌃・
 ラ暮40;ヨ''一∵・一「ぺ…

 、雫雫小学昨鮒るこしき皇.麹幽幽磁貫。協議紅寿・ケ
 .ザー外としκ出席、∠漁一協の睦當に・つい一てゴ腹封金
 融g現況とその対策ユ臨酎の貯欝運動につい二てI4系統
 購買車襲について夕臨遥共済紀ついて4漁協磁震の身

 分の曝靴つ'★鋤邸一れたが、各漁れも雛蝉の
 遷㌣強甲する・鮒で餓鮒牽醐鰍歩な帥たよら
 である。しカニも漁協軽営の悪化∵・傭学療済の承況は捨毛他一
 人がしたもの』如くその貰・序・を転化.する憲一覧の裏かったこ

 ∵と坤蝋.1叫口の上で〃伸おどつ㍗る鰍俄・騒
 と見受けた6I盛.カ菅蹄する細手.段は療いか率雛毒窟
 ずぺきであろう'一1'

(〃)'



 .!ダ加一4日一一.一I'I二。一三
 亭師漁協会議1室で碕う・受講砦が座論会にも出席したい
 というし、.叉勢の雛苧^一一バ行かず蘭始当…一鮒遅

 .㌫㌫幾幾㌘近<まで予縄∵本釣.
 (!;)て亭わIぴ」r一てん.ぐさ」「ふのり」簿殆んどの浅海資源が
 一威.外そいる氏をの盤凶一舳週雛声;あ予叶そして減
 1歩する現国はなにか。

 竿溝鰍鮒る時期が調で・鯛・.方垂が不躰な
 ら差し、様留意去ぺき・である。中期佳は環境条件、・その種の
 生率鯛紅羊つ七ある雛ある'と思うカ・大したこと舳
 一い・.4し呼瞥舛・そあ右尖きざ㍗厳守すべきで
 管る。

 段)黒盤貝あ竃楓苧ついて、又その生態惟。

 畔珠裏着が鰍し母貫鯵大干ついてあの手ζの手を旗って
 ・'知るが司竃擦益は楽観のできない状態で、このれで推参
 すると根絶すえ心翻がある。生態は全然倉っていない。、
 本試の要請健広一τ.質料整備屯協力顧伽たい。

 (・汀千んぐ享・^よう素妻やって・借早上の増収があった
 .≒=叶?覇即携鯛㍗たが丁'烏の夢・に凌利用できな
 ミぐか。I

 紅}Iこ・1、き納rおわび」の繍瑚綱奄し走こと徹いか。
 そピ煮.開禁の蜂覇はいつ漠よ一いか。

 6)一r二のり」増殖で繰取してから鯛塗いも勤粟はないか
 人工砒蜻宰しないと断定セきないオ㌦

 ・と)州内の中越二}ブ嚇水を湘」め鰍流すとバとであ糺

 が“しき島弾峠馳影靴ないか」
 咋しき島蹄で「あじ」rさば」'rもわし」籍がと舳く一

 なった坤叫間宮海㍗吐下茜戸との㌻一1で
 あ亭が糞予か9・.

(48)



 (亙)rふのり」一の樋絡が下一つヤきてい季が今後の早逝しは鄭何・

 (・)漁協一台箪で地曳縄を計導(いる竜ミー,底質調琴の.ため試験・
 船をかい航して頂ける赤ら

 (4簑婁鷺幾す榊差干苧こ一㍗に・
 (～4)「ぎは」一本釣の切解はと.んな切り方が寮も'主いか,
 叉飽の釣方盤はどうか。

 (〆劾漁薬転換の必蟹性は認めるが宙「さ窪」一はね釣竿「レ・

 わし上巾着輝千はどちらが率剃と思うかぺまぐろ」蝉
 で収舶くなっているものは.何鐙あるカ㌔.一印艦営状態雫
 鳳'鯛は帥か・苓漁鰍ど岬削こ進争・㍗平う宇
 漁業を奨一励すべきか.本試の皐充1健りいて説明して呉れ。

 .雛かしい鮪で・ある・プ的方針が弱ヨにも完今平坤か
 時流によって変化するので一との漁薬を奨励する宇レ1二㍗
 とはできな～鯛役貴が詰紅現紬奉センスを李アて1
 水産拳の紙行邸補㍗か午醤秘見牽ず'午とI如一
 必要であろう。

?葛4嘉冒

 帆しき.茜会場でも漁協の投網一葉1蝉著坤く単接

 簑;㌫幾‡幾業㍗藷そ∵、㍗.一
 (z)rてんぐさ」の養殖方凄妃ついて

 包離率薬を麺す鯨で離㍑」rlっ.午め」の秤千一字え
 州叶へ、干れ叩繁㍗舳㍗鵡㍗環鯛因炬
 よる牟q

 (3}試験揚で高る灘先を決めて特殊なものを選び移艦し.うる可

 誰・性賦いか。垂は爾蛮する触はなシ・か。

 紛r・ふ一のり」め碑妃亨法とその・葡子率湘・。
 .卿どの蝉欝・源は桝あるがiをの欄1叶r合平

(加)



 の影響舛ないカ㌔.一.二一ぺ
 (勾小規鰍罐詰工蝿の設率要する濫費苧プ?.処理平午
 一及び争後の見通一しに?ヤ・て.

 畔汝繊輝輝織こついてどの漁苧準場にどんな漁網が適する
 か、又その歯。久加鯛、こしき島毒区め一との.揚榊どの

宙

 程即町竿ん蝉色がよいか調査願いたい・
 年1・州」rで午ぐさ」の搬器具・磯雫除㌣の苧予1、
 ,の.を教示輝い準1。、o.
 (楯壷鰍機を上手しき酎漁野連合体で購入し叶午率うが.
 、揮触.岬いか、..あ?たら援蜀I願う…
 (5g㌧琴鰍越冬させ手い苧舳セ伸一長㍗㍗†
 闘ξの帥びる卵争・砧臓苧ど咋カヤ

 ラ月43国'

 生碑幣辛者午呼のやと台風㌣の苧始㍗た
 め蜥かつ㌧、

 (千沐.産試験嬉.9蝉午㍗て

 (㌻rさ㍗㍗∵↑苧毛二9㍗殖1
 (功一・海人削岬触睡鋤ら実施し小る氏、半納細
 したが畢柵不細で茜った'.その冨困は、'叉一r海人車」

 の適岬ばと2偉由㌔、
 鶴現地を.見てい老いのセ性つき一む云え粧い畠、I砲手め放出窺
 は俸田揚所㍑つて絹弩順一きがあるので注意せよ。一癖簗
 を送加鍾境して鮪らせ榊♂

 (4け海人車」の駒千.抗水温が急昇すれば刺戦とたって放出さ

 れるか、或楓一漸次土葬しないと一適期とならないか。
 く到旋網漁薬の経営状態と「がつ壷」餌料キしてのrかたくち.
 いわし」め見通し及び授衡的な波善策はないか。

 ㈲・雌1ちいわいの産㌍数・舳1鯛囲豚如帆漁況
 (邦)・'



 練纂幾二∵碍び㍗どう、・・資竿が
 (z)真珠一員奏殖の見通し、揖貝賢輝について
 ぼ)牛棄で午土産.物としてr梅干し」を売っ.ているが・当地で
 副率キして製造販献雫宇.ら仰二い一か二鯛内で竿繊
 しているか1.・・.一・..一'ニヨー

 (叫・うしお」に.漁甲べ柵昨とから投雫でき叫か。
 (タ0)麟顧係で・牢鰹良餓・艮於多・ぐ配置ざ机ていえが漁村'

 に岱少小県構する㍗㍗蛙干干は呼
 いか。

 鰍凱錫.する敏良平呼還れ水産㍗も咋獲唯一腐心
 している・一県卵で鯛する・ことは砕アあIろ.以.各甲
 討が水産技術者を撰用した.'らと)か。

 (ノ∠)本試の扱入予算について

 (仰rさ二は」「デろ」・漁業の縛米陸に州て
 (43)ク5萬帥察襲郎魚礁を設置するが、場紅ど砂

も.

 一条絆がいるか

 .岬試験場舳雫臥役雫に㍗頼亨叫命法叶
 叉示瀞に思う点は

 鶴水産試験坤苧奉者牛讐トていないか角.されるめ一べ..
 今牽.緊密な遠げい邪欲しい・o..

 歪冬μ会場叩容を稗し仁苧出席者予・叩告㍗る.

(2〆)



水産機械電気取扱技術指導報告書
竹下記

 §卵〃年度水産繊調取扱巡.国技練達状況

実施痘合喜一一一鰯人受琴施月目講戸内容
 岡一入擬漁協58・・.ぷユ99.水産蟹滅電気機器
 腐屠糠協・26.ぷユえ'〃一"

 岬員繊興一.…37坪g似.."

 一一隻講・馴
水産機繊

麗児島県水産試験場試験離照南丸.

機窮長成尾箪乗

 電気楼繊.l

 lヨ水無線機式嬉杜

 技師長谷川騒尊・.

 §籍導上特に翠意した意
 五)本県は帯苧離乳欝鶏が多くこれら二の鈍方に収・鉄工
 所はおち牟簡単な鰺理工場すら抵…。・糠耐が多いので指導

 ⑳璽年壷離島、僻稽に掩い㌔
 尋)広嘩繍卵動如過,去焼玉機・鮒細分であったが現
 今外イぜ"蝿覇へと劫替えちれつもあるので圭桓小型ヂ

 ∴ぜ炉鶴翼瞥主織に魅さ滞呼て電鏡竜人一焼手にりレ・て指
 導を疑飽した。II一'一二'一…

 '皇)'一携導あ謹意はあくまセも築漉指毒構菊き纐電の分解、

 ㌢舛規整及ぴ傑靴・いて留;薮し機弱の取散及ぴ
 運転上必要一な蓬礎硬論、或は特臓構遺について平幕1ζ説

 甥する穣にした。

 仏)指導講習会場に於一ではなるぺく英の地方でもりとも多

 .く鯛叶㍗る鯛を教材とし実鰍粥1ま立鱗調'
 雛を裏竿する†うに{一

(易境.



 ふ)・餓鑑墨にりい七は一発電、鼠講護漉或拡魚響探知機讐。
 一につレペて必要な基礎理論、敢鐙宵舷、屋:り繰守1こついて

 留意指導した〇三・・

 §.嶺導実施事項

 z)映写会の開催

 題名デ4・ゼ〃エソヂソ(内容デイ.血・ゼ〃手ソヂソの原.

 理構造の説明ディー〃の持氏鯛状琴).の鰐会を
 通じ機露に対する}般翻識を啓発せしめ亭寧仁した。

 ユ)太産鰯一滅の指導

 イジ機蘭慶周上記就いて

 旭)内燃機菊の大典

 ハ)ディーゼル影機窺の特徴

 昌)4すイタμ機薗の調弁につ長、て

 .ホ)燃滴第統率郡原理構造について
 へ)潤滑滴累繍各部.歴建構造について一

 ト)艦料蜜鯖磯穣姐ついて

 .チ)各機関に於て起り易い故障及びこ.れが起る原因並㌍・

 嚇策について

 ・可)。愛護看及び講賄簿の遼去鉦験し・た故障皮ぴ粛策街中
 心とす・る研究討嶺

 ユ)水産箪・気の摺導

 イ)藷礎の講浅学

 …醤電.卿ζついて
 現。慈電鞄

 わ。蓄電。池の蓉鐙中劉蓋及び此璽一

 。軸擾赦
尋甲電解液

 f、・放I'電
 9J平常筑電



 h助∴重..芋
 i蓄電池の誰牽と涛命'

 一'・)直流発電蟹延っレ、て

 &運転甑の注意

 b起効1

 亭)・電圧調撃筆1について、

 .ホ)各電気機器の一酬銚'故障一及び…れが鯛=及び率第一
 .につい・て一

 語叫類;藩沙類細“濫
 験出^～轍1紅“^嫌・歎刈一

 "ニュートリスタイル〃の加工試験

'製'一造一部

 ,趣・.芦
 重ナ罐詰となつて米霞、編出されるまく一喜肉'が罐詰で茂く
 ｢ロイン」、(調一理し担冷凍晶の包んだもあプとして釆璽へ樹

 けやれる一亨一㍗呼偉あたりから・福書9敬最で狐まぐろ
 のr・口㍗」一捧煮坤をクーにJグして曜靴整形.㌧次
 午琴卵㍑.平十ヰ.㍗フて舳で包装し干あ一るものであつ
 .て・ツナ邸の率}.次沌晶ξ考えるべ妾へ苧凍晶として
 取扱うべきか、1とにかく包獲食品忙は闘還な!二・o叉我.房の身
 近かなr口・イ、y」.とレては、・アジ、ハマグリ、カキ、'など錠

 いやす冬・衛鏑で忙トい翠代の亨生旛牢叶てこいのものI
 として膝く普及さ拓くきた。

 .我国でも先綴一の南極子傭観測・で億人蚤のr=〃」一一が施蝉
 し隊員を木喜ぴさせたのである。

 昌ユー〕スタ.イ〃の効工品は、さきに秀一㍑号・うしお誌・
 一(・2勒



 で逮ぺているよう紅気密撃フ光I〃・ムでを製してあることで
 ｢ロイン｣ξ肌で轟糺瑚.㌣.千ユ千1〃一㍑^高
 平加熱で殺飢・帥に気動産・lI・・ノで包装し隼もの㍉
 或る程度の・傑.蔵性があるr一口μ」叩㍗たものを嬢・帥一
 気密娃フイ〃ム,で一包んだのであるから繭者は大同心暴と.見て

 ざし.つかえなかろ・う。

 ・従来燥製賦裸のまゾ綱さ机竿けや艦菌が附着して
 粂衛生竿で文製叩繰蔵竿も乏し.いので・一㌻一1・1ス1クイ..
 "."の岬方法を試み㌔鮎紬ま㍗修℃4ク0蛸温.
 で・黙れて1・揚グの直卵触鯛で㌣戸.カ㍗十ト・I
 フスタィ〃〃.に'期≡待一を.もった。..

 繁施期目昭和身勢犀6月〃自～6肩昆2'日

実施療訴鹿児島県水産試酸場製造工場内

 試験・結果

 無包装の.油輯燃.製。晶紅製了后8・鯛まで一は摂食可能である・・
 がポヲプ1㍗フ.〃ム包装製品は製了后㍑8蒔商まで鐸.
 食可能品を得た。無包装の湯煮鉦製品は梨了后50鮭闘まで一ミ

 臓師雫干あるがポヲψて包㌣エ機丁后咋雫ま一
 で撰1食可能晶を喬た。・」㌧

糞艦要頼

 さば.原弩'■.,、習理・(内蔵いえら呼表)一…水洗・{・÷
 鑑承漬(2イ時一商).・・水流・.・フk切..。操痴(孝仕

 上い∵lI㍗騨肉…宇い湊(㌧㍗)1ヅ・ミ鑓1
 フラパソ役不混釦(㍑分)'㍗料審予粋紅らい
 か1、・(ノ0合)I.…油癌叉は湯煮・'。ポ市エ峰レ÷・

 ∵㌘∴鶯幾㌫二重㌧ヂ∵=㍗

(25)



 塩漬用塩水の割合.

     {

     晶..一名数十量      !・■薬頼
     さば(慶樋良脱し)工m94ぷθo
     水'∠2ぷ。46!538
     食・塩268〆000亙345〃一

     クハ.砂.燦弩撤ふセ〃ラス紅一儲菱・鰭翁α83α25     4、エ34-62α妨5鰯
     計1.2002.62タ00

 ㌔・.塩・一。・準の紅メ監及ぴ綱
 無体浸漬載の一水温49℃一者`メ度〃

 魚俸浸・漬后の水温24cボ}メ暖衛

 調味料・香辛料の配合割合.

 涛示叫ザ
 簑1㌘・i・二㌘、
 ズ淵γ・胴ハ
1澱粉,岬昌
 1柳妄ミソソ4z。一

∵  〃97・

.〃97

 .・μ7喜g
一一

一一一'.一
..

 ・■新11

 室温26℃

室温抑鉤

 禰汁驚1テ
 αρ幅5会握のμ000分ノ^
 一0.0〃9

0,005一
旦6

 0:∫7万

仏72

4.7境

 三宝竺下」..

 銭・:・一歩留

}針十;
 63ク。

 馳一38ク0
3550

 続ニニ)蜥%灘
」

 (ユΩ一



 練肉より油蝶、湯煮歩留
種別曲藪%

 鵬〃0

0gれ5

 試料種別の記号

 1美ラ乎弩竿㌘.準平『1
 〕1油一・襲働鮪無有

 !1斗ポ終、_。㍉■
華.
 1)油蝶及湯煮について
 油揚舜鍍内在る分九長となつて食用油(橿油)にて煮上'
 た.もの。一

 湯煮嚇昨・倉丸あ3寸長となし鵬中(7・℃)午.'
 て揚げたもの。・.

 .ユ)一磁気か熱あ有無毛りいて
 納徹晶をボ～チ〃飲入れてヲ5℃㍑分義煮華
 欝b鑛は・製・晶牢熱い内.滝ポ田工手びソ袋肥λれて密封。.
 ○印は鉦装狂く英のま㌧放置せるもの。

 嶋7〕



 試料観察記録其の一

種
 尊・

亙手事上
咲 一`一一一''■'

鐙

 光沢変ら
可一食用可食用

'

一

■

■

 '「O∵山丁』一一=

7日

 色沢麹眈し
食用可

発生

食用不可

 †一
 ム3〃

L〃

一

一一

〃

 山鷹慧・

 色沢変化なし
食用可

 加第隻の徴ぎり
食用可

"

ト 食用可

菊競燦変色
食用可`

纂桑発氏自書
 カビ発嚢・

 T4〃

T2'"

 τ・3"

〃

「

一一一一一

〃

一

一

 丁・
〃

 光沢変らず
 ボリェチi〃内部C水

璽_食用可二

"

 蕊轟纐1新カビ憂柘めて強く
 を呈しネト発生した物

 .あり一食用可
憐
食用不可

 うじ薬生

食用不可

 .愛飲くも亭ビ韓1
食用不可

腐敗

〃

1一



 試料観察記録其の二(3ユ6.2ユ自分のみ)

 ム五ガス離4欄欄む。警鋤料㌣雛あ㌦
 Aユ総体駒に変色認め一鮒ぎ徴の発生あり。

       別藤討調発徴可否
       晶■■具p一蟹騨夫十百

       一〃・具亘・小・..可
       脱気ボ熱無一'・・小一可

       〃十・一箏坤一心一'       〃.十1       …1・・一旦.1.1.・.、一=一一・パ・・'.1空1吋否!
       .{繊於1{・I。・一一

 迅pと縦線破れ・
 真亙=ピンホール

 上記錦郷郎千κ一と㍑の苧試料5盧の翠録で苧㍉・
 考一一'1一・嚢・

 該試郎不発銚所が多いので靴これ宇舛って英の苧果㌣
 璋論づgる率は危険.で奉るが大.件下記の事か云える。
 即ち"千ユー十ト四ス考イ㍗"は蹄か雲ぽこでギ0%揚煮(λ
 ギーサプの一嬉舎65%の傑蔵I窺聞の延姦が施一龍である。

 翻繋記録・菜のこ二表が示す1と、鐵繊肺臓一寺に気密性でふ

 'るべき㍗ハが薮目の榊㍑ト㍗鮒破れなどの師1一
 が窮自であった。…この原因は全然察知しなレ、砺である
 が完鋭気難傑りてい帥㍉駐よい緒築・が.得帥印
 では無いかと恵お如一る。

(29)



[呆流魚]

 ∴ゑ'・、前甲野牢.
 こ一・薮雫1乗黒螺貝・の・半鵬珠が蟹ん・に率殖坤るようになつ.
 た・..勃咋紬源の跳雛地域も殆ん一ど親・らず㈱、
 申判然ヒ乍いが)左血霧中午い.?:どこ亭で紬㌦
 ←かし段・キつて行く'ヲち資源銚棲息区壊も余り大きくIな
 い菌が部つセ.来走。・帥宮毎焦奏者数は増えて来ているが殊の
 生産姦法余り一増え一敗い。らまり儀優め養殖貝'あ数ぼ3α000個
 _'146000個た落ちついているようで畠・る。.しかし・あ藩赦
 いた数宰も採集する場蕨が奮年同じ場所であったら費一榊じ一て'

 よいと思うφだが二年も帥、て鑑晩場所で鮎の翌雫は余.
 一ゆ期待はもてな・いレ、己に・業者の多い.こしき島地区では今年一

 ㍗㍗、苧産が少かった“れは明帆今葦.での乱獲鮒'
 .田でいる.ちの'であ。ろう。

 。離方面で割鉢薪し一い漁馳苧し午てた業者だ砂榊Φ・・
 貝を・集め残りの業者は予定数を蟹に下廻り一隆他人のキる一のを

 望観していたというのが寒状のようだ。.そ一してこの主σ柱状い
 態紅多抄あ差こそ率れ毎偉繰り返えされているめだ“・
 き6・}うた紬鮎探し出せる甲ほ芦苧干いがもう酸年も
 し把・ら純粋牟くな平6㌔とれと甲凄の蝉を牟牟ヲ
 て已に殆んどな.く.なりてレ・るものが大畠のrτぺ」である、
 一そしてこの「マベ」あ榎治ぽ神々困難視ざ牝ているゆ窯嬢貝
 も資源.あ多い幸になえとかし一な防れぽというので人工操蕾を

 考えをの基睦調査を行っ小る。この討畔襲着の皆さんは
 色々のことを諸え・ておられるようだが党づ協Iカ箭狂一人、そし一

 でこ・の計画毒頭から笑う人の土に大別される。載々は人闘さ
 え創造出来ると苫・う時代に負の一人工=採酋位は何と・毒なりそう

 なものだと考・える。

 大島'の.分場では・「マベ」のζかつが事かっただけ虻己に基礎
(初)



 申査も終りて人工鍵苗の試嘩も鱗昆の人工採宙‡り郎進一.
 んでいる。轟先島の.｢黒蝶貝」は.こ紬からだがr7々・」が成

 功枇ぱr融貞用砕来る島1。
 著しこの榊が鯛すれ年半屑.翼・珠の児透し叩雫、くなる平
 ろう.し・業着も増えるだろう・私物め蝉にだ㍗畦.雫着は氷.
 産は邦らない事が多レ、ので先を率く.キう率・そして・苧者雫'皆一
 さんも長くか、?・ての試験を好ま亨モ・零時そ㍗時で事辛1苧字一'・一
 つけ季よ=うな註文が多いよ、うであ予・・著しこ唄う牢.人手準
 菌の試馳機会ぐ基礎榊かむ俸験を羊かト誰着申そ・?平
 なって肋ば水産華とヒ・う.ものも一級酎ξかも判ら亭り⑦・
 表蕗奄.今少レ飛働してよ写そうだ。

奄美短信

 αど1ヲ榊駿蝉・虹過ぎてめ・きり救.らしくな・=て枇㍉..
 厨率勘の嘩み綱も雌しか逝く祥憤岬かの麟㍗.
 る四夏蝉叶地平ためか款の爽やカ・さ律1入侠い叩
 胆威.ぜ宇咋亭。・

 ○さんご撫薬試験;十月一部旬の才40撤航海を玖?一手縫育亭
 ことにしたg所期の成果を拳け得松馳嘩え妙苧唱留
 めての試み・で揖あ㌔次簿窪は本雫暖の鰹験幸窪斬㌧.手
 り一命襲…釣な調、奮索と念♪てト・る』

 μかく繋老跳茸として既帥湯,紀於いて操養し牟苧め
 舳ど鮒ρ.くした様で咋触炉擁俸の鋼き糟郡苧.坤
 れず赤字の艦が・多一くしの・漁1=薬・⑳・もつ維蝉時堪嚢岬声・
 ∵訪れたとい麦一よう。.

 (妙g



 薪㍗漁婦の鯛は今印調書狐一I
 Oy幸準率児島中張鯖り・禦丘産話。、新築の一本場簸勃の話健.花
 坪咲㍍.何より子タ柵.植える蝉があ.子かどうか・話でI,
 はξうや一ら聞に合う.らしレヤ。本壌姜でも易長付くカ、どうカ、大分.

 気を.もん千ゼーる横手・是糟㍗もらいたいもの.です。樹
 争拝定汐00隼・・竿率らざる偉箏を本場玄甲野こ苧る目宇.
 一夢見てい事す。

 ○坤岬調な率を鮒て率だかつおr李釣もこの枠餌料の
 キビナゴが不足鱗で率畔艦生漁する日亭・多!蹴が紬
 にし七も漁期は終りに近:い。・

 I}方沿岸各地ではムロアジが獲れ始めたがポッ条ツ。
 サソブ糟も会船一引揚げ古仁擾糠港ぽひつそ一り関峯レている。

 03鳶零度榎興葡業も葱々夫諸で;実験室、沿岸I輔韓般建造
 も準く着手される筈。
 色々書類作製年大藍だ』1

 もう台風.も郊いらしレハブ公の噂も伽ど商かな～
 風ト段とさえて赦歓紅伽たり。

 率.美の気候は†穿二番よい。
 艦舛に脅穣二の奮斗曹祈らつ、

 (〃、〃s・■.融

 (地ガ



 東支那海まぐろ・かじき延縄漁況く矛汐4撃)'

漁業部
 綴1I要I}・享.・、

 支那東蒲に於冴るカジキ類壁塗立する題網漁場槍夏期の釣獲

 牽の低下と当為鶴が倉一,駆の通路に慧る.為4～、2隻えよる操一薬
 カミ君テ量っ幻し一た{亀字ま.三瞳養書中0)ク苗I㌣ク,田一菱聾轟塁～魚書毫籔:=腿'≡…冒し6≒一ぐヨ魚

 閑、麹と恋って・いたがヲ斗罵にはいり主慶絆の一クロ÷グ田ミ延縄漁

 I率の.不振もありた①で鵜繍蟻と次アI(来たb.
 ・卵の郎.島港入誌鮒唯㍗千野港・9'入法搬も嫡苧
 った)輝.所用釣鰻3享4率ゴ康:で1グ4鰯離轡1洞鐸桑の好漁融

 でμ舳〆吋㍗・〆・漁の.馳甲鮒舳。ρ〆叫
 の水揚一密なし.ている。

 漁鐙率ト鰍争だ低・/I廠鱗.・パ納外で.鯛も批岬～
 μ至〕・蜥記一一・峨黎の男女難畠繭～繭・亟沖に集中一されク子ヵ
 クロカワカジキとシロカワカジキを冒.標とし、ダ展の壷商釣…鍛=私。o～

 600審で辱榊)竃で・ハ脅フ8選一.霧鐵上の漁壷なしている。
l1

 魚侮はクロ〃ポ・マ細大きくμ一咋が蛮で1^.曹'川魚
 鮭が小さく㍑〆台が大都1紛'である。、嚇綾輪…。、一

 ぺI下)1・

 モ1∵・汽∵二い
 』..1..........1._.....L」一一・一一ふ・!一班

 ∴÷∴㍗二r
 主よ.∠立珪旦一‡重1し1迎、、1三姓.逆二桑如・一1二」

(13ぷ)



漁況調査表

鹿児島港調査
調査機関  自鰯租肌え尺

 蚕昭椥ぷユタ0.8:
調査船

 .言周査舶醤号一4.2ふ払・～4,26.2号



要望欄
 .二願麓靭役鵬・原局義確

 (潜水土の養成にりいて){・・

 沿岸1漁村莚書輿の}功として一辺葎浅溝増殖が実施されつ、一あ

 りますが・事榊紬る・基礎論壷・事后の効果一調査ポ操
 敢について(もぐり)が鋭くな・いので晒成果が止が収I・くI々・.

 嬢です。事苧の進展ともぐりの養成,は珊す↑一まと思います雫
 裸もぐりだけで、なく・、一簡易港永器も出現して居ると愚.い事ず

 ので・水平舳・て年・育数もふやし一1繍替も増鮎融
 溝庫蔚姻望む主瞭…醐健11出一張手旨導さ.れ器具の欝与・轡により一層の御

 指敬一鯛被顕いまれ.併せ・て水叩当局叩鎖官綿
 叉は書類に於いて潜水籍の'充実'助成11こ夫巾の予算増額方要望

 下さい。

 (魚礁について〕

 魚礁(築磯).は沿葦漁薬複臭の重要施策とし.て窪時・より漁島

 の重視'し、当局も奨励する処でありますが枕毅の事前年焚書.

 後紅於1て科学的・郡査健焚ける擬いがあり莉為政著として為・駒

 蝋抑脇ぺ帖フし李い心艶の;譲です;魚礁1の効率が
 より科学的健弾躍出来たら,帝珂討漁協に錨い.'てもまだまだ

 投蟹の用字鮎笥一と櫓じますr軸師組は潜水艦も識澄
 当披賄肴も屠られ亭ので甘過去申調薮や全量的・資料を集めて
 綜合的結論を出し、・魚礁特集・号宏一利府し“1叉規麹⑳潜望丸敏

 り、科学的、計画的指導講蟹'会、現艶書亭・欝曹裳碑Fさいます
 穣要望します。本町主しては、本俸窪繁施載に(筆内紀)講
 話会を爵きたいと思います伜で至急・指導計国を樹宣下さい。

(2ω=



 各都・便言り、

 ζ漁繁細誌〕、一{一'
 豆ぎ。ちどり丸本一審産労一一次瀬魚臆薬試繊のため申跳
 ・4双8山川靭酎一山島アイザメ試轍の1こと担ついて来訪

 オー4照蕗丸対馬媛流一篇澤観一側のだ.め.虫硯

 榊小1醒盤壷ブラス.チッ.ク鑑紅寺れ・ぽ麓蝕がなく・なり零

 細漁一葉蓄にとっては:建音をもたらすとの1書え菅抱い

 ている人がある。

 出粂る事なら新顔薯藁とL・て予算イビ旋鰯りたいとの
 含みで麗大秦良導助教助・を訪問したオ;・時期.r尚早の・擦

 で.見送.る婁妃し青る二
 科学朝目44月号kプ'ラ.系チック.のことが詳しく報

 ぜ・られているとこ.るに辛れ臥自動箪の孫デー造ぽ・
 出j来て。喜、るようだが璃雷撃聖の多一毛姜牲幸幸三弩免ると前途に

 紀は国一難が.多い・譲だ

 蔦/.3扇年監予算蟹球艦蟹嘩長克。提出す。

 ζ製造部.便、、パ〕
 ヲ.見む慶大水窪学部一西'元教官藻訪

 油買の翻易二(鯛)歯藥羅一てや・る宙鰍=りき、簡.教官
 と打合せをする。

 9嘉6・・厨久根官布平塚五人病衆訪
 同恥エ魚掬ツ,一毛一リ襲遼愈満二め花1購烹党月のことで

 あ机納1集㍗雫過鯛秘・し'レ㌔
 え凄8一冷凍機械.一律へ薇=去
 今・まで亭壷競いたこの聞謹は潮く図載エ誰三ζ虹でやるこ

 と楓陸ってり幸いよ.巾ζう決ってしま'えば着手して加弓
 僅牟3目閥'で艦察機触が桑された。

 アぷ。1/ト〃手の遣藤・鼻客幸表養三

 ・..(鮎)



 工場穆;築に1ともない山一言㌣錨董敬舞蒲…剛健室くrニト〃、。の処一

 置一戦揚付工二箏鋪施工すI紅と!こ決～
 4α8コロナバーナーの.竃含翠

 ヨI'ロナ電繁kkから社員二名来訪、同在独特のこのバム

 ナーは水産机工工雛とし㌔興睦.あ一る条件をも㍗い
 ると.曜め平P.

 〃。ω一水産加工技術講習=会

 谷蝸主催の.ω講習会に榔員1(自民、未了⊃こ二名が講
 師として誌く一

 4014一「うに」製造の個人指導一
 一大畠郡与論山'囲民倣rうに上製造の勉強にわざわざ来=訪

 敬造技術から製品流通面に苧って・指針を呈僕した。
 〃α48熊毛産とび魚の流慈円滑化につ'いて

 陽川熊毛支庁長来弘と苧魚の大漁費む酌事態漉なくす
 るための加工面で一対地できる討圃をたてるよう要請され

 た。

 40.2喜県下産魚肉ソ'セージ叫好況

 阿久鮒平塚工場.から,雛タ霜雛応しきれな呵ら増
 産の簑'料率仰ぎたい旨鋸講あ.孕。

 (調蚕部日j誌'〕
 40。∠水質汚濁予備調査

 塩分犠定及ぴ底牽しやく熱滅'最測定'45目まで)
 40一ユ元製氷室を臨海風究所走するため霧氷靭ふもと・紀解

 偉移転・叩所し呼ん工は㍑月下旬の予定
 40。μ米之津ノ出漁場揮導調査九萬囲稜1師串張
 て㍑U.岬㍉・グ卵購

 く州・北海部学水産学部亨。周雫車声賦平聾学馳低
 庸中の場裏、弟手丸馬嬬慶.

 40.30南種手小型定置臓揚精密調査予定(斤灘鍵鱗翻鐙瀞a。
(37)



 1養殖部メーI雫〕.∵.。.一1
 舳累鯛鯛岬査と見離のため、一部衰以下4鮎
 根ヘプぎI.

 。23宮内ノラ養殖場、潮間観測.・1

 24準之溝のり種子揚親壷およ・苧指連あ一ため、瀬戸口技
師出発

 〃0.4さば魚体側憲

 〃.・あさくさのり養殖場う立て・・ゾ剣一咽
 5o。〃4;のり資淘」あ軍{薦

 、■"}"."}"～〃～〃`一〃}7～〃～"～"}

分揚日記

 え42..・寵郷中学校修学旅行固粂揚
 9!4,20マベ人]:線菌実験(産卵.誘発芥成功)一
 ・μ矛==次かつお欝施工試験闘姶(本.範504尾、・

 44犯〆60.0匁)
 48～2〆さんご漁案試験(矛9次)

 25～4α竿謁鈍むろ八田網仕立指離(合成せんい、復興事
 業肥よる)

 2ク～40一身花官むる敷網〃(〃")

 〃0一ノ瀬戸内町会傍㌃周年記念視賀会
 ・・2鹿大水産学部和囲助教授、税所助.手マヘ研究の拒め

 来姦(油井小島にて研究継続中)

 岬.、、.さんご漁鯛験(矛"次)
 6牙・淡か?歯節製品(亀節)東京石囲商店出荷
 8大前村円戸中学敏旅行固見学の狂的来場

 9本節舳神子(μ番人〕鰯隊㌧
〈38)



40.!0  酉鼓師うに加工指導の'た合与論島へ・

 柳鋼予算打合掌を終り増1児一島か㌦.
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 編集後。記

 ・通勤の呼寺がら生垣の裾のあ一たりにチラとか叶まみる
 小菊の㌣苧がドキソと㍗位鮮烈な写像字音膜に焼きつ
けるパllデ
 構卵書勢て桜島の舳もキリッとひきしま一ってき㌔
 今昔から呼榊の前庭として泰平をお1歌した東支・
 一郡海漁驚漸く・・拡散の漆剛が藪しく作用してき播め
 1二:㍗㍗注λし∵して†下†をとる妙
 さ・鯛島帥1水醐濁予鯛奄・一辺田小帥辺州丁鏑
 をもと亨・外とるかいもなきやどが蹄今舛む杜しきあ
 さり紳や・せんとすれぱ芦のさぴしき。

 △阿久根牢・鯛レに片溝に終っ走水産試鱗会?箱めて企
 画とし下.時つ干繋σ来年は一段と工夫をこらしてほし
い0

 △前田技紡の果流魚、亡びゆく具えの是めいき一と創造えの

 L坐(煽第部)


